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宗

約二む
ョ！な
g三か
oiた
人のK
が両ノ—

参日節
。集に錢戸

：喜］祭

二
月
一
日
と
三
日
の
二
日
間
、
三
年
目
を

迎
え
た
宗
像
観
光
協
会
（
吉
武
邦
彦
会
長
）
と
の
共
催
に
よ

る
「
む
な
か
た
大
節
分
祭
」
が
行
わ
れ
、
「
福
」
を
授
か
ろ
う

と
す
る
参
拝
者
約
三
、
0
0
0
人
が
両
日
で
参
集
し
、
寒
さ

を
感
じ
さ
せ
な
い
熱
気
で
賑
わ
っ
た
。

一
日
は
月
次
祭
終
了
後
の
午
前
十
一
時
三

0
分
、
神
職

と
共
に
観
光
協
会
関
係
者
と
、
地
元
宗
像
に
拠
点
を
お
く

プ
ロ
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
「
福
岡
サ
ニ
ッ
ク
ス
ブ
ル
ー
ス
」
の
選

手
が
特
設
舞
台
に
上
が
り
、

豆
撒
き
が
行
わ
れ
た
。
同
協

会
と
神
社
で
袋
詰
め
を
行
っ

た
凡
そ
六
万
袋
の
福
豆
の

内
、
約
四
万
袋
が
撒
か
れ
た
。

前
日
に
氏
子
青
年
会
員
の

御
奉
仕
で
本
殿
横
に
設
営
さ

れ
た
特
設
舞
台
前
に
は
、
今

か
今
か
と
待
ち
構
え
る
参
拝

者
が
押
し
寄
せ
、
参
拝
者
の

入
場
制
限
を
行
い
な
が
ら
二

員
｀
胃

ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
に
端
を
発
し
た
米
国
発
、
世
界
同
時

不
況
よ
り
、
我
が
国
で
も
大
企
業
を
始
め
大
幅
な
人

員
削
減
の
ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
の
よ
う
に
流
さ
れ
る
。
企

業
と
し
て
も
苦
渋
の
選
択
で
あ
ろ
う
。
が
、
そ
も
そ
も

日
本
に
は
「
和
の
精
神
」
と
「
情
」
に
よ
っ
て
会
社
を
連

営
す
る
と
い
う
会
社
観
が
あ
り
、
経
営
者
も
社
員
も

―
つ
の
家
族
で
、
強
い
共
同
体
意
識
と
信
頼
関
係
に

よ
り
会
社
が
存
在
し
た
。
一
方
、
利
益
追
求
と
市
場

原
理
主
義
の
米
国
型
資
本
主
義
と
は
対
極
関
係
に

あ
っ
た
。
し
か
し
構
造
改
革
を
旗
標
に
日
本
型
経
営

シ
ス
テ
ム
捨
て
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
い
う
米
国
型
へ
と

移
行
し
た
当
然
の
結
果
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
▼

「
大
家
族
主
義
」
「
人
間
尊
重
」
を
経
営
理
念
に
掲
げ

た
出
光
興
産
創
業
者
・
出
光
佐
三
は
敗
戦
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ま
で
の
事
業
が
無
と
な
り
、
借
金
の
山
だ
け
が

残
っ
た
。
そ
ん
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
「
一
人
も
馘
首
し

な
い
。
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
原
動
力
は
、
金
で
も

物
の
力
で
も
な
い
『
人
の
力
j
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の

仲
間
を
見
捨
て
る
こ
と
は
私
に
は
で
き
な
い
。
会
社
が

い
よ
い
よ
駄
目
な
ら
ば
、
み
ん
な
で
乞
食
し
て
も
い
い

で
は
な
い
か
」
と
言
い
再
興
に
取
り
掛
か
っ
た
。
こ
の

日
本
精
神
こ
そ
が
戦
後
復
興
の
柱
と
な
っ
た
。
又
、
戦

後
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
「
日
本
人
は
労
働
に
幸
福
感
を

覚
え
る
民
族
で
あ
る
」
と
言
い
、
そ
れ
を
労
働
の
尊
厳

と
呼
ん
で
い
る
▼
欧
米
で
は
労
働
は
神
が
与
え
た
冽

で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
日
本
で
は
「
働
く
」
と
は
「
傍

を
楽
」
に
す
る
と
い
う
語
源
に
あ
り
、
神
話
で
は
神
様

も
働
い
て
お
ら
れ
る
。
祭
祀
は
神
話
の
再
現
で
あ
り
、

働
く
事
は
神
業
な
の
で
あ
る
。
（
床
）

3月祭事暦
つさなみ

毎月 1 ・ 15日月次祭
午前10時～
高宮祭
第二宮•第三宮祭
宗像護国神社祭(1日）

午前11 時～
総社祭
涌安舞奉奏(1日）
豊栄舞奉奏(1 5 日）

4日氏貞公望前祭

午前 1 1 時～
診＝宗像市上八氏貞公墓前
本年は仏式で斎行

19日松尾神社祭

午前11 時～

20日皇霊殿逢拝式

午前10時～

装束店 〒600-8503 京都市下京区油小落通六条上る
神具・装束授与品 フリーダイヤル 0120-075-980

令井 冷福岡店 □店賃唸開。王慧ば喜1-12-IO-40l
授与品店〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23

フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

紅‘会社女江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(oq40)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. mu nakata-tai sh a. or.j p/ 
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一天
候
に
恵
ま
れ
、
春
を
思
わ
せ
：
し
て
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
、
続
い

る
穏
や
か
な
陽
気
と
な
っ
た
二
月
i
て
巫
女
に
よ
る
浦
安
舞
奉
奏
、
各

十
一
日
午
前
十
一
時
、
本
殿
で
我
：
代
表
者
が
玉
串
拝
礼
を
執
り
行

国
の
誕
生
を
祝
う
建
国
祭
が
厳
粛
]
い
‘
祭
典
は
滞
り
無
く
終
了
し
た
。

に
斎
行
さ
れ
た
。
i
今
年
は
昭
和
四
十
一
年
に
「
建

定
刻
、
神
島
宮
司
以
下
奉
仕
神
二
国
記
念
の
日
」
が
制
定
さ
れ
て
か

職
・
巫
女
、
参
列
者
が
参
進
、
所
定
i
ら
四
十
四
年
目
と
な
る
。
「
日
本
書

の
座
に
着
座
し
祭
典
を
開
始
。
神
二
紀
」
で
は
辛
酉
の
年
春
一
月
一
日
、

武
天
皇
建
国
以
来
の
国
体
護
持
と
一
神
武
天
皇
が
大
和
の
橿
原
の
地
に

皇
室
・
国
家
、
国
民
の
弥
栄
を
祈
念
．
て
即
位
式
を
挙
げ
ら
れ
た
日
で
、

太
陽
暦
の
採
用
に
伴
い
現

在
の
二
月
十
一
日
と
な
り

「
紀
元
節
」
と
し
て
我
が
国

の
誕
生
の
日
と
制
定
さ

れ
、
大
東
亜
戦
争
敗
戦
に

よ
り
廃
止
さ
れ
る
迄
、
全

国
に
広
が
っ
て
い
た
。

現
在
で
も
こ
の
日
に

は
、
全
国
各
地
で
様
々
な

神
事
や
式
典
等
の
奉
祝
行

事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
建
国
記
念
の
日
」

の
意
義
を
各
々
充
分
に
認

識
し
、
世
界
で
も
有
数
の

文
化
・
歴
史
・
伝
統
を
持
つ

我
が
国
を
子
孫
に
継
承
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

、
。
し

『
迪
界
遺
産
登
録
抽
進
会
議
』

一「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」

の
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
記
載
を

受
け
、
登
録
実
現
に
向
け
「
世
界
遺

産
登
録
推
進
会
議
」
が
発
足
、
一
月

二
十
四
日
宗
像
市
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ア

リ
ー
ナ
に
お
い
て
、
関
係
者
が
参
加

し
初
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

同
会
議
は
、
麻
生
福
岡
県
知
事
、

谷
井
宗
像
市
長
、
池
浦
福
津
市
長

を
始
め
行
政
、
市
民
代

表
、
文
化
・
教
育
、
経
済

団
体
、
地
元
関
係
団
体

等
各
界
か
ら
選
出
さ
れ

た
二
十
八
人
で
構
成
さ

れ
る
。

会
議
で
は
、
会
長
に

1

叫
詞
]
]
重

の
設
置
、
二
月
二
十
八
i' 

日
に
福
津
市
津
屋
崎
の
i

カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
で
シ
ン
｛
議

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
決
i
公
〗
進H

"
 

定
。
五
年
後
の
世
界
遺
”
t.... 

ム

産
登
録
を
目
指
し
、
活
巧
"
H

迅

動
を
展
開
す
る
こ
と
で
↓
＇

•···•••••·•••••••••••••·••••••••••••••••••••••••·••••••·•••••·•••••••••••••••·••••••••• 

祀り遍最さへ知 合
構今的後ま、忍度そ意
成日価にさ凩ノゃのし
資ま値麻ま繹意後な
産でが生な構識意
を継あ知点成の見
ム承る事が範高交
7 さとの指囲揚換
後れの一摘の、と
もて評本さ再地な

〗〗皐 {1 れ胄誓り、
腹冨顕馬喉魯散寧議厨様『』···~~•ニー ＇~続祭あ普ts 等業認
···················································································•·····································鴫鴫··· • • • • • • • • • • • • • • • •• • • •噸 • • • • • --• • • •• • • • -ｷ • • • • • " " • • • • • •••• ｷ" • • • •-• • • ••• •.. • • • • • --••• • •• • ••• 

け
て
い
く
こ
と
」
「
観
光
地
化
す
る

こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
地
域
に
世

界
に
誇
れ
る
資
産
が
あ
る
こ
と
を

認
識
し
、
子
々
孫
々
に
伝
え
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
」
「
今
後
専
門
的
な

検
討
を
十
分
に
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
の
碁
本
方
針
を
ま
と
め
、
同
会

議
を
推
進
す
る
こ
と
で
一
致
し
た
。
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◎
悠
姥
念
物

リ
ウ
i
i
ヽ
ス
ズ
メ
』

武
石
全
慈
（
タ
ケ
イ
シ
マ
サ
ヨ
シ
）

北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史
博
物
館
学
芸
員

昭
和
2
8年
(
1
9
5
3
)
1月
生
れ
。
北
九
州
市
在
住
。

昭
和
6
1年
(
1
9
8
6
)か
ら
北
九
州
市
立
自
然
史

博
物
館
（
現
ぶ
自
然
史
・
歴
史
博
物
館
）
に
勤
務
。
烏

類
担
当
。
日
本
鳥
学
会
、
日
本
鳥
類
標
識
協
会
な
ど

の
会
員
。

一
状
態
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
し

―
た
。
ま
た
小
屋
島
で
は
、
七

S

一
八
月
に
は
別
の
海
鳥
の
ヒ
メ

一
ク
ロ
ウ
ミ
ツ
バ
メ
も
繁
殖
し

一
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
繁
殖

ニ
ヘ
の
影
響
も
心
配
さ
れ
ま
し

一
た
。
そ
こ
で
す
ぐ
に
調
査
が

沖
ノ
島
に
は
注
目
に
値
す
る
鳥
一
の
が
特
徴
で
す
。
こ
の
鳥
は
日
本
列
一
っ
て
私
の
勤
務
す
る
博
物
館
へ
持
一
開
始
さ
れ
私
も
そ
れ
に
加
わ

類
が
色
々
と
い
ま
す
が
、
そ
の
中
の
島
近
海
に
し
か
生
息
し
て
お
ら
ず
、
ち
こ
ま
れ
ま
し
た
。
同
氏
ら
は
環
境
り
ま
し
た
。

―
つ
に
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
が
い
[
国
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
と
と
も
]
汀
の
標
識
調
査
で
沖
ノ
島
の
属
島
i
五

s

八
月
に
行
な
わ
れ

ま
す
。
黒
・
白
・
灰
色
の
地
味
な
色
に
、
国
際
自
然
保
護
連
合
の
レ
ッ
ド
の
小
屋
島
に
出
か
け
て
き
た
と
こ
た
調
査
で
は
、
カ
ン
ム
リ
ウ

合
い
の
全
長
二
十
四
梵
ほ
ど
の
小
リ
ス
ト
で
国
際
的
な
絶
滅
危
惧
種
ろ
で
し
た
。
当
時
小
屋
島
は
西
日
ミ
ス
ズ
メ
で
一
四
五
羽
、
ヒ

型
の
海
鳥
で
、
繁
殖
期
に
は
頭
頂
部
i
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
内
で
：
本
で
は
最
も
多
く
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
＼
メ
ク
ロ
ウ
ミ
ツ
バ
メ
で
八
十

に
長
く
の
び
た
冠
羽
が
見
ら
れ
る
知
ら
れ
て
い
る
繁
殖
地
は
十
力
所
ス
ズ
メ
が
繁
殖
し
て
い
る
場
所
と
]
羽
の
成
鳥
の
死
体
が
回
収
さ

前
後
と
少
な
く
、
一
カ
所
当
一
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
一
れ
、
死
亡
総
数
は
カ
ン
ム
リ

り
の
繁
殖
数
も
少
な
い
も
の
一
小
屋
島
は
直
径
が
約
一
九
〇
討
i
ウ
ミ
ス
ズ
メ
で
四
一
四
羽
、

で
す
。
昭
和
二
十
年
代
の
米
一
の
小
さ
な
無
人
島
で
、
そ
の
一
画
i
ヒ
メ
ク
ロ
ウ
ミ
ツ
バ
メ
で
三

軍
進
駐
時
に
、
繁
殖
地
の
伊
に
は
ヒ
ゲ
ス
ゲ
が
密
生
し
た
草
地

0
四
羽
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
一
積
極
的
に
飛
び
か
か
り
ま
し
た
。
ウ

豆
諸
島
三
宅
島
の
岩
礁
が
米
が
あ
り
、
そ
の
地
中
の
岩
の
す
き
間
値
は
当
時
知
ら
れ
て
い
た
小
屋
島
ズ
ラ
は
骨
と
羽
を
残
し
て
食
わ
れ

空
軍
の
爆
撃
演
習
目
標
と
さ
で
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
が
三
ー
で
の
生
息
数
に
ほ
ぼ
匹
敵
し
、
親
鳥
て
し
ま
い
、
食
べ
残
し
の
状
態
は
ち

れ
て
い
る
事
が
知
ら
れ
、
学
者
五
月
に
繁
殖
し
ま
す
。
武
下
氏
ら
は
ほ
ぼ
全
滅
に
近
い
の
で
は
な
い
か
ょ
う
ど
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
死

た
ち
が
抗
議
す
る
と
即
座
に
は
こ
の
草
地
の
あ
ち
こ
ち
で
カ
ン
ム
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
骸
と
よ
く
似
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ

演
習
が
中
止
さ
れ
た
事
が
あ
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
死
骸
を
見
つ
け
一
こ
の
大
量
死
亡
の
原
因
は
ド
ブ
一
ん
飛
ん
で
逃
げ
れ
ば
ド
ブ
ネ
ズ
ミ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
カ
ン
ム
リ
ま
し
た
が
、
繁
殖
中
の
生
き
て
い
る
ー
ネ
ズ
ミ
に
よ
る
捕
食
で
あ
ろ
う
と
に
食
べ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
国
際
的
な
貴
親
鳥
の
姿
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
調
査
時
に
仕
う
が
、
狭
い
穴
の
中
で
卵
を
抱
い
て

重
さ
を
よ
く
物
語
っ
て
い
ま
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
よ
り
十
三
年
掛
け
た
罠
に
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
が
次
々
い
る
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
は
、
鳥

す
。
ー
前
の
昭
和
四
十
九
（
一
九
七
四
）
年
i
に
か
か
り
ま
し
た
。
生
け
捕
り
に
し
一
で
は
あ
っ
て
も
飛
べ
な
い
状
態
で
い

さ
て
、
昭
和
六
＋
―
―
(
-
九
[
の
調
査
時
に
は
約
二00
個
の
巣
：
た
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
を
持
ち
帰
り
、
カ
ン
―
る
の
で
す
。
事
実
多
く
の
死
骸
が
巣

八
七
）
年
四
月
、
カ
ン
ム
リ
ウ
ー
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
·
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
と
ほ
ぼ
同
じ
大
乙
八
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
他
に
捕

ミ
ス
ズ
メ
の
成
島
十
一
羽
の
か
ら
、
繁
殖
中
の
親
鳥
が
見
つ
か
ら
き
さ
の
生
き
た
ウ
ズ
ラ
を
与
え
て
食
者
の
可
能
性
の
あ
る
鳥
獣
類
・

死
骸
が
武
下
雅
文
氏
ら
に
よ
な
い
と
い
う
事
は
か
な
り
異
常
な
」
や
る
と
、
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
は
ウ
ズ
ラ
に
]
爬
虫
類
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し

ー- に

疇
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た
。
繁
殖
時
期
と
餌
が
カ
ン
ム
リ
ウ
[
そ
れ
か
ら
九
年
後
の
了
几
九
六
i
の
増
加
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す

o

ミ
ス
ズ
メ
と
は
大
い
に
異
な
る
も
年
四
月
、
小
屋
島
で
徹
底
的
に
カ
一
小
屋
島
が
再
び
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス

の
の
、
繁
殖
場
所
が
同
じ
で
あ
る
ヒ
i
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
を
探
し
て
み
一
ズ
メ
の
繁
殖
で
に
ぎ
わ
う
場
所
に

メ
ク
ロ
ウ
ミ
ツ
バ
メ
も
大
量
に
死
亡
i
ま
し
た
。
日
中
に
は
ヒ
ゲ
ス
ゲ
草
地
]
戻
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
飢
え
・
病
気
・
一
で
巣
を
探
し
、
夜
間
に
は
カ
ス
ミ
網
．

I

悪
天
候
が
原
因
と
は
考
え
ら
れ
ま
一
で
捕
獲
を
試
み
環
境
庁
の
標
識
リ
m

・
・

せ
ん
。
原
因
は
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
に
あ
る
一
ン
グ
を
つ
け
て
放
し
ま
し
た
。
ネ
ズ
i

1
—
—
I
I
9
]

と
考
え
ら
れ
、
小
屋
島
か
ら
完
全
＼
の
痕
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

]
m
“
"
~
L

に
駆
除
し
よ
う
と
殺
鼠
剤
が
何
度
一
が
、
巣
は
一
ヵ
所
し
か
見
つ
か
ら
ず
、
·

-
'
口
—
一
ニ
―
―
―
―
●
●
一
■
二
＿
·

も
散
布
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
二
成
鳥
は
三
羽
し
か
捕
獲
で
き
ま
せ
一
ー
~
川
|
川

ｷ
 

.
j

⇒

―
―
―
ー
―
―

■
―
―
―
―
―
―

-
1
-
=
-

―
―

翌
年
の
繁
殖
期
に
は
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
一
ん
で
し
た
。
夜
間
に
巣
穴
に
出
入
り
i
ー
：
1

i
「
鳥

1
9
-

●
n
m

9

-
I
I
 

の
姿
は
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

]
9
る
際
の
嗚
き
声
も
、
わ
ず
か
し
か
i
ー
1
|
|

ｷ

I

 

た
。
し
か
し
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
[
四
J
え
ま
せ
ん
で
し
た

o

こ
の
時
点
一
ー
ー

-
1
,
`
 

·-~ 

の
繁
殖
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た0
i
で
は
小
屋
島
で
は
十
つ
が
い
も
繁
i
!
l

·
に
」
日

殖
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
i
i

か
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
一
ー

さ
ら
に
十
二
年
後
の
ニ
―

0
0

八
年
現
在
で
も
数
十
一

つ
が
い
が
繁
殖
し
て
い
る
だ
[

け
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
一

一
度
壊
滅
的
な
打
撃
を
一

受
け
る
と
、
も
と
の
レ
ベ
ル
ま
一

で
回
復
す
る
に
は
と
て
も
時
一

間
が
か
か
り
ま
す
。
ど
こ
か
一

―
つ
の
繁
殖
地
の
壊
滅
は
、
一

本
種
の
存
続
に
非
常
に
大
き
一

な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
一

思
わ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
知
i

ら
れ
て
い
る
繁
殖
地
で
は
ぜ
一

ぴ
と
も
十
分
な
保
全
策
が
一

実
施
さ
れ
、
本
種
の
生
息
数
一

カンムリウミスズメの死骸

小屋島で捕獲されたqドt'Ffネズミ 4 3 8 9 8 m 1 2.)  4 5 
u i夷験gゥt人フ．寸·ア・「．．ー「し，）じゞ・し·夕すし~···

一
裔
像
瓦
喜
饗
塁
塁
塁

一
月
二
十
五
日
、
宗
像
大
社
菊
i
わ
れ
た
。
大
会
に
は
病
害
虫
に
冒

花
会
の
新
年
総
会
が
、
千
々
和
正
一
さ
れ
た
菊
は
出
品
で
き
な
い
規
約

信
会
長
以
下
約
六
十
名
の
会
員
出
一
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
有
効
な
予
防

席
の
も
と
神
湊
の
魚
屋
旅
館
で
開
一
法
を
皆
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
た
。

催
さ
れ
た
。
一
講
習
会
後
は
、
神
島
宮
司
及
び

総
会
で
は
先
ず
第
三
十
八
回
大
一
共
催
と
な
る
宗
像
観
光
協
会
の
吉

会
の
終
了
報
告
が
な
さ
れ
、
天
皇
二
武
会
長
も
交
え
て
の
懇
親
会
が
催

陛
下
即
位
二
十
年
記
念
花
壇
に
対
i
さ
れ
、
会
員
の
皆
様
は
互
い
の
菊

す
る
御
礼
や
、
本
年
の
大
会
が
再
来
i
作
り
や
今
年
は
ど
の
部
門
に
出
品

年
に
控
え
る
第
四
十
回
記
念
大
会
一
す
る
か
な
ど
に
大
い
に
話
を
は
ず

の
準
備
を
兼
ね
た
重
要
な
大
会
に
i
ま
せ
今
年
の
新
年
総
会
は
終
了
し

な
る
こ
と
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。
一
た
。

そ
の
他
第
三
十
九
回
大
会

の
日
程
が
決
ま
り
、
今
年
は

菊
の
搬
出
作
業
の
都
合
で
十

一
月
一
日
ー
ニ
十
二
日
と
例

年
よ
り
一
日
短
い
会
期
と
な

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

次
い
で
、
第
三
十
五
回
九
州

大
会
の
競
技
花
の
選
定
が
行

わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
四
月
の
理

事
会
で
決
定
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

総
会
終
了
後
の
菊
作
り
講

習
会
で
は
、
福
岡
県
農
業
総
合

試
験
場
の
堤
隆
文
部
長
を
お

招
き
し
「
菊
の
病
害
虫
予
防
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
が
行



第577号 （第三種郵便物許可毎月 1 日発行） 宗 MUNAKATA 像 平成21 年3月 1 日日曜日→屈

一
冬
魯
狗
火
塁
[
]
[
f
j
`
。
日
：
t
l
l
]
冑
昌
一
計
麟
弗
塁
誓
奉
羹
堕
吝

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
一
．
当
大
社
で
も
毎
年
、
こ
の
日
に
文
始
。
本
番
さ
な
が
ら
の
消
火
活
動
．
一
月
三
十
日
、
平
成
二
十
一
年
一
題
視
さ
れ
て
い
た
が
、
一
昨
年
・

月
二
十
六
日
、
世
界
最
古
の
木
造
化
財
防
火
訓
練
を
行
っ
て
お
り
今
を
繰
り
広
げ
た
。
宗
像
大
社
海
洋
神
事
奉
賛
会
の
初
．
昨
年
と
行
っ
た
一
列
縦
列
で
の
海

建
築
で
あ
る
法
隆
寺
の
金
堂
で
出
年
で
三
十
五
回
目
を
迎
え
た
。
当
消
火
活
動
終
了
後
、
宗
像
消
防
会
合
が
当
大
社
に
て
開
催
さ
れ
、
上
神
幸
が
安
全
で
望
ま
し
い
事
が

火
、
貴
重
な
壁
画
が
焼
損
し
国
民
．
日
は
気
温
低
く
、
冷
た
い
雨
が
降
署
長
が
講
評
、
宗
像
市
・
谷
井
市
村
田
繁
美
会
長
を
は
じ
め
各
漁
協
一
確
認
さ
れ
、
全
会
一
致
で
本
年
も

に
衝
撃
を
与
え
た
。
こ
れ
を
契
機
り
し
き
る
な
か
、
例
年
通
り
大
社
長
、
宗
像
市
消
防
団
・
占
部
団
長
が
代
表
の
方
々
五
名
、
当
大
社
よ
り
そ
の
よ
う
に
神
幸
さ
れ
る
こ
と
が

に
、
文
化
財
保
護
の
思
想
は
高
ま
自
衛
消
防
団
、
宗
像
地
区
消
防
本
挨
拶
、
最
後
に
当
社
高
向
権
宮
司
神
島
宮
司
以
下
七
名
が
出
席
し
、
決
ま
っ
た
。

り
を
み
せ
る
。
又
、
一
年
の
内
で
｛
部
、
宗
像
市
消
防
団
、
宗
像
警
察
署
．
が
防
火
訓
練
協
力
の
御
礼
挨
拶
を
本
年
の
海
洋
神
事
に
関
す
る
審
議
皇
室
へ
の
献
上
用
若
布
は
地
島

一
・
ニ
月
は
最
も
火
災
が
発
生
し
（
地
元
四
駐
在
所
）
合
同
で
行
わ
れ
行
い
防
火
訓
練
を
無
事
終
了
し
た
。
．
が
な
さ
れ
た
。
沖
で
採
取
さ
れ
る
が
、
今
の
と
こ

や
す
い
時
期
で
あ
る
と
い
う
事
で
一
た
。
i
境
内
に
は
、
消
火
栓
、
消
火
器
が
i
当
日
は
会
合
に
先
立
ち
本
殿
で
；
ろ
順
調
な
生
育
を
み
せ
本
年
は
三

昭
和
三
十
年
に
一
月
二
十
六
日
を
訓
練
は
午
前
九
時
五

0
分
、
本
数
多
く
設
置
さ
れ
て
お
り
、
訓
練
大
漁
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
、
一
年
月
中
旬
に
献
上
さ
れ
る
予
定
で
あ

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
た
。
殿
裏
の
森
か
ら
出
火
、
国
指
定
重
終
了
後
、
配
置
場
所
、
使
用
方
法
、
の
大
漁
満
足
•
海
上
安
全
が
祈
念
る
。

以
来
、
毎
年
こ
の
時
期
に
各
地
で
文
要
文
化
財
の
本
殿
・
拝
殿
に
火
勢
も
し
も
の
際
に
最
低
限
何
を
し
な
さ
れ
た
。

が
迫
っ
て
い
る
と
の
想
定
で
開
始
さ
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
事
を
、
i
会
合
で
は
先
ず
昨
年

れ
た
。
し
当
直
業
務
で
神
社
に
泊
ま
る
事
が
]
の
皇
室
へ
の
若
布
献
上
の

火
災
を
発
見
し
た
巫
女
が
直
ち
]
多
い
神
職
、
管
理
員
を
中
心
に
確
i
報
告
が
行
わ
れ
、
次
い
で

に
火
災
報
知
器
を
押
し
、
社
務
所
．
認
作
業
を
行
っ
た
。
：
本
年
の
業
務
担
当
で
あ

に
通
報
。
自
衛
消
防
団
は
本
殿
へ
]
：
る
松
林
権
禰
宜
の
紹
介

急
行
。
巫
女
並
び
に
宗
像
市
女
性
i
一
が
あ
り
業
務
が
引
継
が

消
防
団
が
バ
ケ
ッ
リ
レ
ー
を
行
い
、
一
一
れ
た
。
ま
た
献
上
時
の

消
火
栓
か
ら
職
員
、
地
元
の
宗
像
―
こ
漁
協
代
表
随
行
者
は
、
宗

市
消
防
団
第
十
一
分
団
が
放
水
を
i
こ
隊
漁
協
福
間
支
所
と
津

行
い
初
期
消
火
に
あ
た
っ
た
。
[
-
屋
崎
漁
協
か
ら
選
定
頂

午
前
十
時
、
折
か
ら
の
強
風
に
あ
]
：
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

お
ら
れ
、
祈
願
殿
に
延
焼
拡
大
し
~
[
次
に
昨
年
の
「
み
あ
れ

た
と
の
想
定
で
一
―
九
番
通
報
。
．
二
奈
」
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

通
報
を
受
け
た
宗
像
地
区
消
防
本
]
―
以
前
よ
り
大
島
か
ら
神

部
・
宗
像
市
消
防
団
の
各
消
防
車
i
一
湊
へ
の
海
上
神
幸
の
隊
列

両
が
サ
イ
レ
ン
を
嗚
ら
し
な
が
ら
一
一
に
つ
い
て
の
安
全
性
が
問
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i
眼
鏡
の
縁
な
ど
に
細
工
さ
れ
、
高
級
一

一
品
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
き
た
。
櫛
に
[

一
例
を
と
る
と
、
古
代
は
竹
、
黄
楊
な
ど
一

一
木
製
品
で
あ
っ
た
が
近
世
に
な
る
i

一
と
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
長
崎
へ
、
べ
っ
甲
一

宮
古
島
・
狩
俣
浜
に
漂
着
し
て
い
ー
な
り
あ
っ
て
い
る
。
甲
を
日
光
に
か
一
の
櫛
が
入
っ
て
き
て
、
大
名
の
奥
方
一

た
タ
イ
マ
イ
は
腐
敗
が
び
ど
く
、
散
ざ
し
て
見
る
と
、
黒
と
黄
色
の
不
規
ー
な
ど
身
分
の
高
い
女
性
に
限
ら
れ

乱
し
て
い
た
甲
片
を
拾
っ
て
き
た
。
則
な
細
斑
の
文
様
が
見
え
る
。
腹
甲
た
が
、
元
禄
頃
に
は
遊
女
た
ち
ま
で
一

タ
イ
マ
イ
は
脊
椎
動
物
門
・
爬
虫
ー
は
淡
い
黄
色
か
ら
、
成
亀
に
な
る
と
ー
用
い
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
で
も
高
―

が
ん
ぺ
つ

類
・
カ
メ
目
・
ウ
ミ
ガ
メ
科
に
分
類
さ
暗
黄
色
と
な
る
。
口
先
き
が
細
く
な
級
品
で
あ
り
、
贋
鼈
も
さ
か
ん
に
つ

た
い
ま
い

れ
る
。
峨
珊
と
書
く
。
甲
長
四
〇
ー
六
―
っ
て
、
か
ぎ
状
に
曲
っ
て
い
る
の
一
く
ら
れ
て
い
る
。
牛
の
角
や
、
馬
爪
i

o
e
m
、
体
重
五0
k
g
ほ
ど
の
小
形
で
i
で
、
英
名
で
は
、
ホ
ー
ク
ス
ビ
一
牛
爪
の
擬
甲
も
使
わ
れ
た
。
明
i

-
F
1
-

あ
る
が
、
大
き
な
も
の
は
甲
長
八
O
·

ル
1
1

（
た
か
の
よ
う
な
く
ち
ば
＇
·
ー
｛
＼
治
に
な
っ
て
ア
メ
リ
カ

c
r
n
.
―
二

0
k
g
に
な
る
の
も
あ
る
。
甲
ー
し
を
も
つ
カ
メ
）
と
い
わ
．
しb

で
セ
ル
ロ
イ
ド
[

羅
は
暗
赤
褐
色
か
黒
褐
色
で
、
甲
羅
一
れ
る
。
．
．
i
ど
）
｛
が
発
明
さ
れ
、
更
ー
れ
も
に
縦
横
の
傷
が
み
ら
れ
た
。
珊
：

O
O
|
2
0
0
0

と
し
て
い
き
、
途

の
鱗
板
は
屋
根
瓦
状
に
な
っ
て
重
一
分
布
は
熱
帯
、
亜

1
x
F

．
に
二

0
世
紀
に
一
瑚
礁
な
ど
で
活
動
す
る
た
め
に
、
甲
ー
中
で
ミ
ニ
ル
ー
タ
な
ど
も
使
っ
た
。

;

L

 

，
熱
帯
地
方
の
f

1

炉
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
表
を
擦
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
―
]
黒
と
黄
色
の
斑
も
浮
か
び
美
麗
に

海
に
。
海
流
に
”
ー
，
＇

a
.
~
軸
ク
が
発
明
さ
れ
九
九
三
年
十
二
月
、
福
津
市
北
原
浜
な
り
、
椋
の
木
の
葉
も
使
い
光
沢
も

乗
っ
て
稀
に
、
死
バ
9
3
,
r
、
『
べ
て
、
櫛
の
世
界
も
で
漂
着
し
た
も
の
は
、
甲
長
三
O
c
m
ー
で
き
た
。

骸
や
生
き
た
も
の
が
日
¢
ー
ル
＞
＼
大
き
な
変
化
を
と
げ
る
。
の
稚
亀
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
昨
年
暮
れ
に
長
崎
を
歩
い
た
が

本
に
も
漂
着
す
る
が
、
こ
れ
は
~
浜
に
散
乱
し
て
い
た
甲
片
は
六
ー
擦
り
傷
は
な
か
っ
た
。
·
べ
っ
甲
屋
も
ま
だ
い
く
つ
か
残
っ

タ
イ
マ
イ
の
亜
種
と
い
う
。
一
片
あ
っ
た
。
腹
甲
の
部
分
は
、
ま
と
ま
＿
狩
俣
の
タ
イ
マ
イ
の
甲
片
の
一
て
い
た
。

甲
が
高
級
装
身
具
に
使
わ
っ
て
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
回
収
枚
を
資
料
館
の
横
田
~
し

れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
乱
獲
さ
れ
□
し
て
き
た
。
一
義
章
氏
が
磨
い
て
み
二
｀

絶
滅
危
惧
種
と
な
っ
て
い
る

0
:
甲
長
四
十
五
e
m
ほ
ど
、
表
面
に
は
：
た
。
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
J
`
{

そ
の
欺
渭
の
細
工
さ
れ
た
も
一
海
藻
等
が
付
着
し
て
い
た
。
亀
本
体
一
の

2
0
0

ぐ
ら
い
か
三

の
が
鼈
甲
と
称
し
て
い
る
が
‘
]
を
持
っ
て
帰
え
ら
れ
る
状
態
で
な
]
り
は
じ
め
次
第
に
表
―
_


本
来
べ
っ
甲
は
陸
ガ
メ
の
ス
：
か
っ
た
の
で
、
記
録
と
し
て
、
甲
表
の
二
血
が
滑
ら
か
に
な
り
、
—

ッ
ポ
ン
の
こ
と
で
あ
り
、
誤
用
―
一
部
と
腹
甲
の
部
分
に
と
ど
め
た
。
一
細
か
い
単
位
の
も
の

さ
れ
て
い
る
。
i
家
に
持
ち
か
え
り
付
着
物
を
除
i
に
お
と
し
、
水
ペ
ー
パ

こ
う
が
い
~

タ
イ
マ
イ
の
甲
は
櫛
、
拌
、
一
い
て
、
一
日
乾
燥
さ
せ
た
。
甲
片
の
ど
i
ー
の

8
0
0
|
1
5

（続）
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いしいただし

春
ま
つ
り
の
御
案
内

春
季
大
祭
を
左
記
行
事
日
程
で
斎
行
致
し
ま
す
の
で
、
皆
様
方

お
誘
い
の
上
御
参
拝
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

三
月
三
＊
一
．
日
（
火
）
午
後
五
時
総
社
地
主
祭

午
後
六
時
宵
宮
祭

一
日
（
水
）
午
前
十
一
時
＿
日
祭

（
氏
子
奉
幣
·
主
基
地
方
風
俗
舞
・
浦
安
舞
）

二
日
（
木
）
午
前
十
一
時
二
日
祭
（
海
洋
神
事
事
業
功
労
者
表
彰
）

午
前
十
一
時
四
十
分

宗
像
護
国
神
社

高
宮
祭

第
二
宮
・
第
三
宮
祭

交
通
安
全
講
社
祭

献
茶
祭
（
南
坊
流
小
方
社
中
）

四
月

午
後
二
時
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社
歌
会
詠
草

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

川
痩
せ
せ
て
乾
く
根
石
の
間
を
逝
く
水
泡
は
虹
の
彩
に
震
へ
て

暉
名
詞
と
形
容
動
詞
が
多
く
て
歌
が
う
る
さ
く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
。

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

朝
の
光
ま
だ
う
す
暗
し
介
護
く
る
刻
に
起
き
出
て
戸
の
鍵
を
あ
く

律
儀
な
作
者
像
が
見
え
る
一
首
だ
が
ぶ
つ
ぶ
つ
と
切
れ
て
い
る
し
、

一□履
三
言
闘
汀
汀
臼
髯
戸
＜
｀
汀
0り

福
津
市
光
陽
台
香
月
照
子

よ
そ
じ

雨
戸
う
つ
風
に
目
ざ
め
て
案
じ
を
り
四
十
過
ぎ
て
一
人
の
息
子

ロ
員
冒
鱈
汀
彗
』
＝
汀
疇
り
｀
る
。

福
岡
市
南
区
加
野
シ
ノ
ブ

し
ん
し
ん
と
降
り
続
き
た
る
庭
の
雪
枝
に
さ
し
た
る
蜜
柑
ヒ
ヨ
来
る

雪
の
朝
の
一
風
景
で
あ
る
が
、
「
し
ん
し
ん
」
は
常
識
的
表
現
だ

一
臼
謬
閲
琶
汀
琶
い

□
賛
疇
ぃ0き
ゐ

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

亡
夫
の
軍
人
恩
給
と
わ
が
年
金
交
互
に
来
奢
る
こ
と
な
く
飢
う
る
こ
と
な
く

口
麟
悶
言
戸
口
]
]
鱈
昇
]
]
‘
げ
。
謬
紅
汀

福
津
市
花
見
佐
藤
純
一

南
郷
の
武
蔵
川
部
屋
若
人
は
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
で
勝
率
語
る

四
汀
闘
闘
麟
紅
汀
賃
詞
鱈
汀
の
こ
と
か
、
と

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

老
い
づ
き
し
わ
が
指
先
の
か
わ
き
き
て
新
聞
め
く
れ
ず
疎
ま
し
く
思
ふ

ロ
コ
五
霜
贔
戸
冗
謬
汀
言
応
汀
い
方
か

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

初
詣
順
番
待
ち
て
鈴
な
ら
す
八
十
路
の
我
の
無
事
を
祈
り
て

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

晴
れ
渡
る
み
空
に
響
く
和
太
鼓
で
玉
洗
び
式
神
事
は
じ
ま
る

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

み
や
し
ろ
の
千
木
に
烏
の
と
ま
り
い
て
じ
っ
と
動
か
ず
元
日
一
の
朝

回
新
春
の
社
を
詠
い
そ
れ
ぞ
れ
の
捉
え
方
が
あ
り
興
味
を
引
く

妻
の
里
帰
り

出
産
や
愚
息

に
会
い
に
と
、
年
末
と
節
分
祭
明
け
の

二
度
伊
勢
へ
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
二
度
と
も
長
男
と
ニ

人
で
神
宮
へ
参
拝
し
ま
し
た
。
御
正
殿

ま
で
距
離
が
あ
る
た
め
、
必
ず
途
中
か

ら
小
生
が
背
負
う
こ
と
に
な
る
の
で

す
が
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
で
嬉
し
い
重

み
で
し
た
▼
二
月
の
参
拝
時
は
宇
治

橋
が
工
事
中
で
、
す
ぐ
横
の
仮
設
鉄

橋
を
渡
り
ま
し
た
。
あ
と
で
知
り
ま

し
た
が
、
今
年
が
本
来
の
式
年
遷
宮

の
年
だ
そ
う
で
す
。
戦
後
の
混
乱
期
、

昭
和
二
十
四
年
は
御
正
殿
の
造
替
ま

で
叶
わ
ず
、
四
年
先
延
ば
し
と
な
る

中
宇
治
橋
は
架
け
替
え
ら
れ
、
そ
れ

か
ら
三
度
目
の
架
け
替
え
が
本
年
で

す
▼
戦
国
時
代
も
同
様
に
プ
ラ
ン
ク

が
あ
り
、
神
宮
式
年
遷
宮
は
平
和
・
不

戦
の
象
徴
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

今
月
も
ま
た
次
男
の
初
宮
詣
で
神
宮

を
訪
れ
る
予
定
で
す
。
（
塚
）

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

対
島
見
ゆ
山
懐
や
仏
の
座

、
回甲

品
集

錦
蛇
の
夢
を
見
買
び
し
宝
く
じ

果
敢
無
し
＋
枚
だ
け
で
良
か
っ
た

つ
く
ば
い

鵜
ら
の
通
ひ
く
る
ゆ
ゑ
跨
の

水
を
二
日
に
一
度
は
替
へ
る

い
ま
嗚
く
は
み
そ
さ
ざ
い
よ
と
思
び
つ
つ

ま
た
ま
ど
ろ
み
の
谷
に
堕
ち
ゆ
く

' 
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